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研究の背景と目的

巨大地震に対する地盤・土構造物の応答の解明は不十分．

地域にとって影響の大きい建物や施設に対しては，地盤の非線形性を考慮し
た地盤モデルの高度化等を行い，高分解能なリスク評価を行う．

研究の計画

① 地域ハザード予測手法の検討
② 地域リスク予測手法の検討
③ 地域リスク低減処理の検討

主に，東日本大震災の被災事例を参考に，
南海トラフ地震への適用性を確認していく．

揖斐川大垣輪中堤防破壊
今も生きる，濃尾地震（2013）: 社団法人中部建設協会

① 地域ハザード予測手法の検討

1） 軟弱地盤や人工島・埋立地の揺れについて

2） 浦安地盤の（再）液状化について

液状化被害
なし／軽微

液状化被害
甚大

 浦安市で実施した地質調査および採取試料の室内試験結果か
ら浦安市の弾塑性性状をモデル化し，①深部地層構成・地層傾
斜・不整形地盤の影響，②時間差発生（余震）の影響，などを数
値解析で評価・検討している．

 砂地盤と粘土地盤の揺れの違いを数値解析的に説明している．

浦安市の地層構成例

下部粘土層が厚いほど，表層土は液状化しやすい

ハザード予測手法の確認とともに，
東海地域のハザード予測への適用を進める

名古屋港管理組合パンフレット「名古屋港のあらまし2009」

名古屋港湾の埋立履歴

② 地域リスク予測手法の検討 ～その１～

1） 海岸・河川堤防/施設 2） 造成宅地 3） 道路用盛土

不飽和土の地震時挙動にも取り組む（例えば，閉封飽和域を有する堤体の地震時挙動）．

①砂層の液状化に伴う堤体の沈下と側方流動，②根入れ先端より深い
粘土層で発生する滑り，による河床隆起の危険性を指摘．

砂地盤上の近接家屋の相互干渉
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11 隣家2ｍ-無改良

12 隣家2m-改良

地震後の遅れ破壊

② 地域リスク予測手法の検討 ～その２～

4） 地中構造物・線状構造物 5） 他，ため池など
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東日本大震災では，液状化によって
ライフライン施設の被害が多数発生

（管の浮き上がり，継ぎ手部の抜け
出し，構造物・柱の傾倒など）

微地形境界で被害が多発

埋設管の浮上による構造物の不安定化
液状化に伴う鋼板組立柱の傾倒
（根入れが不十分な場合）

各種軟弱地盤と構造物の相互作用を考慮した地震時挙動の把握と，被害軽減のために適切な耐震
対策の提案を試みる．
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現象再現とメカニズム解明および，南海トラフ巨大地震発生時の被害予測を行う．

ある高潮防波堤の地震時変形予測


